
ハンセン病は世界で最も古い病気のひとつで

す。病原菌によるものですが、現代の化学療

法により、今や完治する病気となりました。広

まった誤解とは裏腹に、遺伝性はなく、不治の

病でもなく、感染力も極めて低く、ましてや天

から与えられた罰などということはありません。

しかし、ハンセン病をめぐる通念や誤解の

せいで、差別は依然として続いています。これ

らの差別は、教育や雇用、結婚の機会を阻み、

公共サービスへのアクセスを制限しています。

家族にいたるまでが社会から疎外されてしまう

のです。

2010年12月、この病気がもたらす社会的、経

済的、精神的な影響が多大であることを認識

し、国連総会がハンセン病患者・回復者と

その家族に対する差別撤廃のための決議を

採択しました。

決議には原則とガイドラインが付随しており、

ハンセン病患者・回復者とその家族の尊厳と、

国際慣習法や関連条約、憲法や法律の下の

基本的人権が尊重されなければならないと

明言しています。

私たちは国内人権機関として、国連決議を

支持し、ハンセン病患者・回復者、そしてその

家族に対するすべての差別的行為を非難し

ます。私たちは、ハンセン病患者・回復者が

差別を受けることなく、尊厳ある生活を送る

権利を有することを支持します。彼らの前に

立ちはだかる残されたスティグマと偏見の壁を

なくすために協力することを誓います。

グローバル・アピール 2014 は、WHO ハンセン病制圧特別大使、日本国ハンセン病人権啓発大使および日本財団会長の笹川陽平の呼びかけにより
2014 年1 月 27日、インドネシアのジャカルタにて発表されました。

国内人権機関による共同宣言

ハンセン病に対するスティグマ（社会的烙印）と差別をなくすために
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